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令和６年度 第１回 南魚沼市男女共同参画推進委員会  議事録 

 と き：令和６年６月 26 日（水）10時 00 分から 11時 10 分まで 

 ところ：南魚沼市役所 本庁舎２階 小会議室 

 

１ 出席者 

【南魚沼市男女共同参画推進委員会委員】（以下、五十音順） 

太田 忠夫委員、勝又由美子委員、川島 亜紀子会長、桐生 靖子委員、立川 一成副会長、 

豊田 春美委員、福原 香委員、八木 逸郎委員、山﨑 美晴委員 以上９名 

  

【事務局】 

見留企画政策課長、梅澤企画主幹、岡崎主任 

  

 

 

２ 議事 

【１】開会 （進行：梅澤企画主幹） 

課長挨拶（見留企画政策課長） 

 

【２】議事  

（１） 会長及び副会長の選任（進行：梅澤企画主幹） 

（各委員、事務局自己紹介） 

 

（梅澤企画主幹） 

『南魚沼市男女共同参画推進委員会設置要綱』第 5条の規定では、「委員会に会長及び副

会長それぞれ１人を置き、会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める」こととして

います。 

つきましては、会長及び副会長について、委員の皆様からご意見を伺います。いかがでし

ょうか。 

 

（委員） 

前会長から再任いただくのがよろしいのではないでしょうか。 

 

（梅澤企画主幹） 

では、委員のご意見も踏まえて事務局案をお諮りします。会長には、第 1期の会長を

務めていただきました川島亜紀子委員にお願いしたいと思います。副会長には、社会福
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祉協議会事務局長、立川一成委員にお願いしたいと思います。皆様いかがでしょうか。 

 

（委員） 

異議なし。 

会長：川島 亜紀子、副会長：立川 一成 

（会長、副会長挨拶） 

 

（２） 第４次基本計画に基づく推進プラン（案）令和６年度版について（進行：川

島会長） 

（説明：岡崎主任） 

（委員） 

私は今期からの新任で他の新任の方々もクエスチョンマークがついてると思います。事

業内容を把握していない状態でコメントをするのは無茶な話だと思いますが、コメントの

クオリティは考えていらっしゃいますか。 

 

（見留課長） 

新任の方につきましては事業内容で分かりづらいところもあると思います。このプラン

に書いてあるこれまでの取組や、課題などについてご意見をいただくことになると考えて

います。ご不明な点がありましたら、事務局に確認していただければ、回答したいと思いま

す。難しいところもあるかもしれませんが、よろしくお願いします。 

 

（会長） 

初めてで難しく感じる方もいらっしゃると思いますが、各事業に対して、担当課がどうい

った取り組みをして、どういった結果が出てきているのかを読み込んで、市民としてや、そ

れぞれの担当のジャンルを通して、ご意見等があれば、それをコメント欄に書く。とても良

い取組をしているということでしたら、お褒めの言葉でももちろんよいと思います。令和６

年度はこんな取り組みもいかがでしょうかというご提案でもよいと思います。 

 

（委員） 

他の委員の方がおっしゃることはよく分かります。行政の仕事に携わるほど、行政の仕事

における横のつながりがどのようになっているのかが分からなくなるので、私が悩んでい

ることはどこの課が担当しているのか判断に迷ってしまいます。例えば社会福祉協議会と

行政はどういった関わりがあるのでしょうか。社会福祉協議会は行政機関ではないですよ

ね。 
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（副会長） 

民間の社会福祉法人です。 

 

（委員） 

私はそのことを知りませんでした。社会福祉協議会の方はボランティアが多いと聞いて

います。ボランティアに参加する方は、「ボランティア」であること（無償の社会奉仕であ

ること）への意識が高いです。社会福祉協議会の活動では、ボランティア（無報酬）の方と、

報酬を受ける人の区別がしっかりしています。行政の同じ部門の活動においても、無報酬の

活動と報酬が出る活動が多くあります。民生委員はボランティアなのでしょうか。 

 

（委員） 

ボランティアですので、無報酬です。 

 

（委員） 

ありがとうございました。そういったことが分かるか、分からないかで、（行政の取組の）

見え方が全く違ってきます。 

自分が、介護保険の対象年齢になったことで行政の取組における横のつながりが見えて

くる。一方で、介護保険の対象年齢の人にとって、自分が介護する側として携わることがで

きないのではないかという不安が強くなります。自分がその年齢になり分ってきたからこ

そ、どのように意見していけば良いのかが分からなくなります。 

このように、（内容を理解するうえで）子育て支援課と社会教育課、介護保険課と保険課

など、部門間の横つながりは、ものすごく重要です。行政がこういった横のつながりを分か

りやすく示す必要があるのではないでしょうか。 

こうした行政の横のつながりをしっかり説明することは難しいと思いますが、これが分

かってくると目から鱗だと思います。（行政の横のつながりを分かりやすく示すことについ

て）企画政策課はどう考えていらっしゃいますか。質問というよりも悩みになります。 

さらに、U＆I ときめき課や商工観光課の取組も、より多くの事業に関係してくると思い

ます。行政のどの部分の取組を理解すると、事業の部門間がどうつながっているのか見えて

くるのかが知りたいです。 

 

（見留課長） 

なかなか目から鱗という考え方は出ないと思います。行政として、横のつながりを大事に

していかなければいけないというのは、常々、市長も話しています。分野によっては横の連

携をとりながら、実施している事業もありますが、外部の方々には見えづらい部分があると

思います。 

これまでは、推進プランに対するコメントは、委員が分かる範囲内でお願いしてきました
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が、市全体の取組における横のつながりを説明することは皆さんのおっしゃるとおり本当

難しいと思っております。 

 

（委員） 

これまでの話に関連して、保健課と子育て支援課が一緒に会議をすることはあるのでし

ょうか。 

 

（見留課長） 

子育て支援課、介護保険課、福祉課、保健課は福祉保健部という部の中にありますので、

部として調整は行われています。 

 

（委員） 

それがある種の横のつながりであり、各部内で課同士が打合せするような場面があると

いうことですね。 

良いアイディアがあった場合に、どの課に相談したら良いのかという場面があると思い

ます。例えば、病院にかかるときに、最初に相談するべき課が分かっていれば、扇の要のよ

うに、関連する課にも広がっていきます。こういった扇の要になるような課が分からないの

で、狭い範囲でしか考えてもらえず、良いアイディアも無駄になってしまう。 

長年、行政の取組でそういった場面に遭遇することが大変多かったので、解決できる良い

アイディアを聞きたいと思いました。子育て関係に関わっているとそれが見えてきます。 

 

（梅澤主幹） 

確かに子育ては幅広い分野です。子育てに関する計画においては、他課にまたがって話し

合う場を必ず設けております。また、令和３年には子ども家庭サポートセンターを立ち上げ、

これまで分散していた部分をまとめ、さらに他課とも連携しながら対応しています。見えな

いところではつながってはいますが、どこを窓口にするかという話になると、病院で例える

と、総合窓口のようなものを提案することが、現状では難しいと感じています。 

例えば、子育ての分野であれば、子育て支援課という課がありますので、一度相談してみ

ることが一番なのかと思います。子育て支援課の取組において、相談内容に関連する部分が

あれば、必ず連携している機関があります。しかし、その先で回答が返ってこないことにな

ると、それ以上の広がりが見えなくなってしまうこともあるかと思います。 

課ごとに連携は進めており、うまくいっていないところもあるかとは思いますが、横のつ

ながりについては、市としても大変重視していますので、総合的な窓口でなくても、担当課

と思われるところに相談していただければと思います。 
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（委員） 

55 ページの中で、「健康推進員の男性比率を上げる」という目標がありますが、健康推進

員が何をやっているのか分からないことに加えて、この推進プランの内容では、なぜ男性比

率を上げる必要があるのかがわかりません。 

私と妻は健康推進員ですが、妻は健康推進員の活動の意義がよく分からないと言ってい

ました。健康推進員を発足した当初は、保健課が一生懸命説明会をしていましたが、現在は

形骸化しているのではないかと思います。健康推進員が形骸化している状況を知っている

私にコメントを求められても、私からは「活動を充実させてください」くらいしか言えませ

ん。そういった前提となる状況がある中で、男性比率の目標に対するコメントを求められて

も、それは違うのではないかと思います。 

推進プランの内容をよく理解できず、（委員の）皆さんがやらなければいけない理不尽さ

を認識していただきたいです。 

 

（委員） 

結局、そこに行きつくと思います。 

 

（委員） 

行政の大切なことは、社会を前に進めることで、それが 1番大事なことです。男女共同参

画は良いことだし、社会が目標としなければいけません。行政が注力するべきことは、社会

を前に進めることのはずですが、進んだように見せることにものすごいエネルギーが使わ

れて、根幹であるはずの社会を一歩前に進めることに対するエネルギーがおろそかになる

ことがたくさんあります。 

 

（会長） 

そうですね。担当課はそれぞれの事業を一生懸命やっていると思いますが、それをはたか

ら見たら、何をやっているのかと疑問に思うことはたくさんあると思います。ですので、委

員のコメント欄には、そういった意見が必要だと思うことがあります。 

やはり専門用語など市の内部にしか通じない言葉、例えば 13 ページの「ファミリーサポ

ート制度」や、12ページの「だんぼの部屋」という言葉があります。そういった言葉は分か

りづらい。分かりづらい部分については、それぞれの委員が担当されるページの内容につい

て随時質問して、事務局から回答をいただけるということですよね。 

 

（見留課長） 

はい。 
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（会長） 

不明点がないようにしてコメントをいただければと思っておりますが、いかがでしょう

か。 

 

（委員） 

関連でよろしいでしょうか。12 ページに、社会教育課が担当で、南魚沼市家庭教育支援

チーム「だんぼの部屋」の取組の記載があります。また、13 ページには子育て支援課で、

「ファミリーサポート制度」に関する記載がありますが、どういった取組なのか、すぐに分

かりません。取組を発展させるためには、実際に活動している人に聞いてみないと分からな

いので、どういった人が手を挙げているかが知りたい。子育て支援課の職員に聞くことで、

その制度に関連する人たちの輪が広がり、成功していく形が見えれば良いのです。私も「だ

んぼの部屋」とも関わりを持っており、関係するところもあると思うので、そのつながりを

知りたいです。 

 

（会長） 

皆さんにその事業の内容を深く知ってもらうことも、もちろん大切な部分かもしれませ

ん。私から、12 ページの「だんぼの部屋」の話がちょうど出ておりしたので触れさせてい

ただきます。「だんぼの部屋」の活動における第 4次計画終了時点の具体的目標があります

が、令和 5年度の取組の担当課評価で「特に運営における問題もなく計画された事業を実施

できました。」とあります。これは、具体的目標に対しての成果ではないような気がします。

この具体的目標に対しての評価が書かれていないことについて、来年度は具体的にこうし

てくださいといったコメントを委員の皆様に求められていると思います。まずは読み取れ

る範囲で、担当課の目標に対する取組がどういった内容なのかを知り、それに対しての皆さ

んからのご意見を求めていくものだと思います。 

ただ、「だんぼの部屋」の活動の知名度を上げるための取組に対してコメントする上で、

活動内容を深く知る必要がある場合は、担当に「だんぼの部屋」の活動内容を聞くことも必

要になるかと思います。 

 

（委員） 

私は行政のことは全く分かりませんが、分からない中でコメントを書くということは、こ

の資料の範囲で考えれば良いと思っています。どの取組がどこにつながっているのかを、全

部知ることは大変ですし、不可能だと思います。 

そうなると、話題にあがった「だんぼの部屋」の目標に「知名度」とありますが、私は知

らないので知名度はありません。それにもかかわらず担当評価がＡというのはおかしいと

いった意見になりますがそれで良いのでしょうか。 
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（会長） 

良いと思います。 

 

（委員） 

与えられた項目全てにコメントが必要ということでしょうか。 

 

（会長） 

特にコメントがないようなら、「同様の内容で進めてください」といった記載があると担

当課は助かると思います。 

 

（梅澤主幹） 

分からない部分がどこだったのかをコメントでいただければと思います。 

 

（副会長） 

確認ですが、各委員は、７月 17 日までに質問や不明な点も含めて意見を提出する。委員

の意見が担当課にフィードバックされて、その後、修正されたものが委員に戻される。再度

意見を修正するといった流れで進むと考えてよろしいですか。 

 

（梅澤主幹） 

そのとおりです。委員の皆様から再度意見を修正いただいたものを、製本し、公表すると

いった流れになります。 

 

（副会長） 

このような流れであれば、何かが分からないと事務局に言えば、事務局が調べて委員に説

明するということでどうでしょうか。 

窓口はたくさんありますが、どこかが情報を集約し、その集約した情報に対して専門職が

集まり解決策を模索する体制が構築されています。推進プランでは、そういった体制につい

て言及されていません。市の内部の取組が、政策面にどのようにつながっているのかという

ことが示されて、市役所の内部で連携している場所があるといった情報提供をしていただ

ければ、これまでの委員の質問も少しは解消されるのかと思いますので、検討いただきたい。 

 

（会長） 

この推進プランに関してのコメントは、７月 17日までとなっています。その前に質問等

があれば、随時、事務局に連絡してください。委員意見は事務局でまとめて、また委員の皆

さんに戻すという形でよろしいでしょうか。この会議は、今年度はこれで終わりですか。 
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（梅澤主幹） 

はい。 

 

（会長） 

分かりました。委員の皆さんのご意見というのは、来年のこの時期にここに掲載されて見

ることができるという流れになります。ですので、分からないことなどがあれば、事務局に

随時質問してもらい、推進プランにコメントをお願いします。 

 

（委員） 

3 ページの PDCA について、これは毎年のサイクルですか。計画にある「第何次」ごとで

はなく、毎年のサイクルということなら、だいたい６月に Plan に着手し、それから Do に入

りますね。Check はいつ頃に行われるのでしょうか。 

 

（見留課長） 

本日の会議も含めて、Check の段階に入っていると思います。令和 5年度の実績を確認し

てもらっていますので。 

 

（委員） 

そうすると最後業務の改善アクションになるのは、もう翌年の 2月になるのでしょうか。 

 

（見留課長） 

意見をいただいて、今年度から実行できるものは令和 6 年度の取り組みを書いてありま

す。 

 

（委員） 

わかりました。ありがとうございます。 

 

【３】その他 （進行：川島会長） 

事務連絡（説明：梅澤主幹）  

 

事務局から 3 点ございます。1 点目ですが、11 月 6 日に地域セミナーを開催する予定と

しております。「男性の育児休業の促進」という内容でセミナーを開催いたします。会場は

大和市民センター、中会議室となります。また近くなりましたら皆さんにご案内申し上げま

すので、ご都合がつく方ぜひ参加頂けたらと思っております。 

2 点目です。次回の男女共同参画の推進委員会は、来年度の同じ時期に同様の形で、令和

6 年度の取り組み結果、そして令和 7年度の取り組みの内容についてお諮りする予定になっ



9 

 

ております。また 1～2か月くらい前に日程が決まりましたらご連絡差し上げますので、よ

ろしくお願いいたします。 

3 点目です。本日の議事録は、内容を会長、副会長にご確認頂きまして、市ウエブサイト

で公表させていただきますので、よろしくお願いいたします。名前は公表いたしませんので、

その旨ご了承頂ければと思います。以上です。 

 

【４】閉会（川島会長） 

 

（11 時 10 分閉会） 

 


